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対する上位レイヤーとして、クレー

マーを導入し、ドメインをまたがる

コンソリデーションを実現した。そ

の結果、例えばオーダーマネジメン

トシステムでは、テクノロジー毎の

詳細やネットワークの差異による下

流プロセスの分岐・バリエーション

を気にせずに、クレーマーだけをイ

ンタフェース対象として完全に合理

化されたシステム連携を実現できる

ようになった。あるサービスにおい

ては、お客様のサイトが旧来のカッ

パー網の地域なのか、 IP over

Optical網に移行済みの地域なのか

によって実際のフルフィルメントの

プロセスは全く変わってしまうが、

このようなネットワーク状態による

プロセスの複雑化をクレーマーが完

全に隠蔽するので、オーダーマネジ

メントシステム側はプロセスと連携

したインタフェースを簡略化・標準

化できるようになる。

現在、BTではクレーマー

と企業間の包括的合意を交

わし、ネットワーク・プラ

ニングやサービス・アシュ

アランスについても同様の

「クレーマーによるクロス・

ドメイン・マネージャ」を

シ ー ネ ッ ト ワ ー ク と IP over

Optical網の上に構築されつつある

新世代のネットワークの両方を完全

にカバーして、ハイレベルなオペレ

ーション・サポートを提供しつつ、

O S S（オペレーション・サポー

ト・システム）領域の多数のレガシ

ーシステムとの統合を実現する必要

がある。このような困難な課題に対

するソリューションとしてBT社が

選択したのがクレーマーである。

BTでは、マルチサービス、マル

チテクノロジー、マルチベンダーの

環境に完全対応するクレーマーの柔

軟なフレームワークを活かし、「ク

ロス・ドメイン・マネージャ」とい

うコンセプトを適用した。そして、

ネットワーク・インフラストラクチ

ャやそれを直接管理する既存システ

ムの仕組みはそのままに、テクノロ

ジー毎に細分化された各システムに

英国の最大手通信事業者であるブ

リティッシュ・テレコム社（以下、

BT社）では、オール IP、オール・

オプティカルな新世代のネットワー

ク・インフラストラクチャ 21CN

（21st Century Network）の実現に

向けて、現在、大規模な変革プログ

ラムを実施している。この英国全土

をカバーする超巨大ネットワークの

移行をスムーズかつ確実なものにす

るためには、移行プロセス自体をオ

ペレーションから隠蔽することが必

要である。BT社は、英国国民の生

活インフラを担う通信事業者の責任

として、ネットワークが旧来のカッ

パー網であれ移行済みの IP over

Optical網であれ、その差異を意識

せずに、従来通りの正確さ

と速度でフルフィルメント

やサービス・アシュアラン

スのオペレーション・プロ

セスを運用していくことが

BT社の至上命題となってい

る。そのためには、カッパ

ー網の上に構築されたレガ
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図1 クロス・ドメイン・マネージャの概要
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導入する計画を推進している。クレ

ーマーはBTにおけるNGNを実現

するための全社規模でのフレームワ

ークになろうとしているのである。

クレーマーはインベントリ・ソリ

ューションを提供しているが、これ

らは、回線の入出庫や機器・設備の

個数や構成を把握するためのデータ

ベースシステムではない。インベン

トリをデータベースのレコードとし

て考え「それを管理する」というデ

ザインでは、OSSの中でリソース

マネジメントシステムに求められて

いる要件に対応できない。OSSに

おけるリソースマネジメントは、回

線や機器・設備をデータとして管理

するだけでなく、対象に関して他の

オペレーション・システムがどうい

う情報を必要とするか、どういった

連携が必要となるか、という全体的

な視野に立ったプロセスサポートを

提供する必要がある。例えばオーダ

ーマネジメントシステムに対しては、

テクノロジーやネットワーク環境に

依存した技術的詳細はなるべく隠蔽

し、サービスの提供という観点に絞

り込んだ形で情報を提供する必要が

ある。また、サービス・アシュアラ

ンスに関しては、個別のポートや回

線といった非常にスペシフィックな

詳細部分の情報から最終的な顧客に

対する影響範囲といった大きなレベ

ルでの情報に至る関連付けをサポー

トする必要がある。そして、アクテ

ィベーションの領域では、様々なテ

クノロジーに対応する様々なベンダ

ーから提供されている機器それぞれ

について、厳密な構成情報を保持し

ていなければならない。クレーマー

では、ネットワークをレコード化す

るのではなく、ネットワークをモデ

ル化してリポジトリ上にネットワー

ク環境を「再現」していく。このネ

ットワークの電子的レプリカをベー

スに、各モジュールとアダプタ群が

OSS内の各領域に対するインテリジ

ェントなサポートを実現している。

図２はクレーマーが提供している

モジュール・デザインである。これ

らの「リソース主導のネットワー

ク・オペレーション」を実現するモ

ジュールに加えて、それをOSS全

域に波及させるためのアダプタ製品

やオープンな技術的インタフェース

も充実している。

クレーマーは、これまで複数のシ

ステムによる個別管理が必須であっ

た複雑かつ多様なネットワーク環境

に対する統合管理を実現し、それを

もとに様々なネットワーク・オペレ

ーション、ひいては通信事業者のト

ータルなネットワーク・ビジネスを

正確かつ高速にドライブするための

「OSSのコア」を提供している。
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◆ResourceManager：現代のネットワーク事業者が運営しているマル�
チサービス、マルチテクノロジー、マルチベンダーの複雑かつダイナミッ�
クなネットワーク環境をモデル化するための詳細で、柔軟かつカスタマ�
イズ可能なフレームワークを提供するクレーマーのコアモジュール。�

◆TaskEngine：ネットワークモデルを利用する(すなわち現実のネット�
ワークを変更する）「プロセス」をモデル化し、オペレーションの自動化・�
高速化・厳密化を実現するモジュール。�
◆DeliveryEngine：フィールドフォースシステムやEMS、NMSと連携し�
て、ネットワークモデル上で決定されたネットワークへの変更を現実の�
ネットワークに反映させるモジュール。�
◆SyncEngine：ネットワークの「現場」で発生する偶発的な変更や�
OSS内の他のシステムが主導して実施されるネットワークないしデータ�
の変更をキャプチャしてResourceManagerのネットワークモデルに�
反映するモジュール。�
◆RouteFinder：技術的な仕様・制約だけでなく、事業者固有のビジネ�
スルールや設計上のポリシーをモデル化し、複雑な回線のデザインを�
自動化するモジュール。�

図2 クレーマーのモジュール・デザイン
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